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ブルーカーボン「Ｊブルークレジット®」の

可能性と活用事例
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国内初 「Jブルークレジットを活用した
地産地消型カーボン・オフセットのマラソン大会」
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せとだレモンマラソン2025
参加者移動・宿泊にともなうCO2排出量の一部

① 排出量の把握
▼

② 削減努力
▼

どうしても減らせない
排出量

地元創出のクレジットを活用し
カーボン・オフセット
（埋め合わせ）

JブルークレジットⓇ

「尾道の海のゆりかご（干潟・藻場）再生による里海づくり」

JブルークレジットⓇとは

大気中の二酸化炭素が海に吸収され、海底や
水中生物などに貯蔵された炭素「ブルーカーボン」
をジャパンブルーエコノミー技術研究組合が認証・
発行・管理する独自のカーボン・クレジットです。

クレジット活用による開催地域への貢献
生物多様性保護・気候変動対策への貢献
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活用実績例 スポーツイベント×ブルーカーボン

国内のマラソン大会初
Jブルークレジット®を活用した地産地消型のカーボン・オフセットを実施
ゴールドウイン、ザ・ノース・フェイスが協賛する環境配慮型せとだレモンマラソン2025

株式会社ゴールドウインとアウトド
アブランド「ザ・ノース・フェイス
（THE NORTH FACE）」は、
2025年2月23日（日）に広島
県尾道市で開催される「せとだレモ
ンマラソン2025」に特別協賛して
います。ゴールドウインが目指す「持
続可能な社会」への想いは、同大
会がコンセプトのひとつに挙げる
「ソーシャルインパクトのある環境負
荷の低い大会運営」と一致してお
り、前回大会に続き今大会におい
ても更なる環境負荷低減を目指
します。

せとだレモンマラソン
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活用実績例 スポーツイベント×ブルーカーボン

クレジット創出事業のコベネフィットとしての評価額
レモンマラソンで活用された尾道市のプロジェクトは、コベネフィット評価を受けており、
年間1.2億円の価値があると試算されました。
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マラソン大会の課題

多くのランナーが移動し、補給食を摂ることで、
たくさんのゴミが発生します。
ノースフェイスが協賛する湘南国際マラソン、そしてせとだレモンマラオンにおいては、環境課題に対して、
マイボトルやマイカップを携行してもらうことで、大幅なゴミの削減を実現しています。
2024年大会のゴミの排出量は使い捨てカップを使用していた2019年大会と比べて76%削減されています。

湘南国際マラソンの取り組み



© Permanent Planet Corporation

活用実績例 スポーツイベント×ブルーカーボン

地域のブランド化と足並みをそろえる持続可能な大会へ
• エイドステーションにおける紙カップによる給水をやめて選手のマイボトル携行を徹底
• 植物原料由来の生分解性のある素材を採用した完走賞タオル
• 前年の大会で「BRING」さんが回収したランナー達の古着をアップサイクルした参加特典ワッペン
• 会場のマルシェと後夜祭ではリユース＋水平リサイクルができるアルミカップを導入
• 1,300人以上の移動 や大会運営によるCO2の一部を尾道市沿岸の海洋生物の育成によるCO2固定量の
価値「Jブルークレジット」によってカーボンオフセットしました。
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せとだレモンマラソンの排出源特定における特徴
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•離島であることから自家用車の来場者が多い

•親子や友人同士など複数での参加が比較的多い

• フェリー移動がある

より正確に排出量を把握するには、
参加者からの情報提供が必要

エントリー時に移動経路や移動形態が
把握できる設問を設置

ステップ１ 排出量の把握
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参加者の交通手段の違いによる
CO2排出量比較
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瀬戸田港
大阪駅

（TNF グランフロント大阪店）
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尾道港・駅
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*燃費は燃費法により算出

44.16
kg-CO2

交通手段による1人当たりのCO2排出量

約
３
倍

CO2削減のための取り組み
✓ 参加者の移動交通
手段の把握

✓ 自動車の乗り合い、
公共交通機関使用の呼
びかけ

500mlペットボトル
84,000本分の差

約11.7kg-CO2約32.5kg-CO2
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より正確なCO2排出量把握のために、
本大会で新しく設置した質問事項
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•自動車移動についてより詳しく

（自分で運転、応援者・参加者に乗り合いごとの把握）

•航空機利用の有無

•宿泊数の把握

当初想定していたこと・・

車の乗り合いが把握できることで、大幅に排出量がさがる

遠方参加者は自動車のみの移動は少数である
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【結果】 
2025年大会におけるCO2排出量
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•移動および宿泊に伴うCO2排出量

•参加者および運営者を含む1360データ

■移動による排出量

■宿泊による排出量

92 t-CO2

28.5 t-CO2

(67kg-CO2/1人当たり)
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【結果】
排出量の多くを占めたのが自動車移動でした
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今後の取組として・・
✓ 来場者への啓発（乗り合いの励行）
✓ 自動車のみの移動数の正確な把握方法の検討
✓ 遠方からの自動車来場者へアンケート
＝理由を知ることで対策が立てられる可能性あり

✓ 乗り合い移動者への特典など

ステップ2 削減努力

【想定外だったこと】
首都圏から自動車のみで
移動される方が意外に多く、
一人当たりの排出量の増
加が見られました。
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全国の取引先懇談会「北海道ぎょれん会」をJブルー
クレジット®でオフセット。海洋環境保全への貢献も訴求。

排出量の把握
▼

削減努力
▼

どうしても減らせない
排出量

カーボン・オフセット
（埋め合わせ）

積丹のウニ殻利用による
藻場再生

※その他２プロジェクトを活用

懇談会開催による排出源

✓ 運営者・参加者の移動
✓ 会場の電力使用
✓ 運営者・参加者の宿泊
✓ 会場の上水道使用
✓ 紙の使用
✓ 廃棄物処理
✓ 会場設営および運営

活用実績例 自社イベント×ブルーカーボン
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2024年８月実績
北海道ぎょれん秋のぎょれん会のカーボン・オフセット（４会場）
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Jブルークレジット・カーボンオフセット証書Jブルークレジット無効化通知書
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自社創出のクレジットを地元自治体主催の環境イベントへ
提供。自治体との共同オフセットを実施（J-POWER）

活用実績例 地域自治体主催イベント協賛×ブルーカーボン

茅ヶ崎市HP、Instagramより

「J-Power若松総合事業所周

辺護岸に設置したブロックによる
藻場造成プロジェクト」

譲渡クレジットで
オフセット実施

地元への環境貢献
市民への普及効果

「ちがさき環境フェア2024」へ
協賛として譲渡
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